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（１）　�日本における中国産ブロッコリーの
位置付け

2017年の日本のブロッコリー供給量の
7割は国産品で、2割強が輸入冷凍品、1
割弱が輸入生鮮品である（図１）。

輸入生鮮品は、国産品を補完するもので
あることから、国産品の作況によって輸入
量は左右される。2018年は前年比32.2％
増の1万7641トンとなった。国別に見る
と、8割以上は米国産で、わずかにメキシ
コ産や中国産などがある（図２）。

一方、輸入冷凍品は主に外食産業などで
利用されているが、近年、着実に増加傾向

で推移しており、2018年は同17.6％増
の5万7330トンとなった。輸入先国は中
国とエクアドルがほとんどを占め、両国と
も近年増加傾向で推移している。

2017 ～ 18年の中国産冷凍ブロッコ
リーの月別輸入量を見ると、毎月2000 ～
3000トンと、ほぼ安定的に輸入されてい
る（図３）。また、輸入価格は、2018年3
～ 4月に一時的に低下したものの、１キロ
グラム当たりほぼ180円前後で推移して
いる。

なお、本稿中の為替レートは１元＝ 17
円（2019年3月末日ＴＴＳ相場：16.77
円）を使用した。

主要国の野菜の生産動向等
１　中国（ブロッコリー）
２　米国（ブロッコリー、レタス、セルリー（セロリ）、たまねぎ）

１　中国（ブロッコリー）

日本が輸入する冷凍ブロッコリーの約半分は中国産であることから、今月号では、中国
のブロッコリーの生産動向等を主産地の浙江省などを中心に紹介する。

国内収穫量 
14万4600トン 
（70.0%） 

生鮮 
1万3345トン 
（6.5%） 

冷凍 
4万8753トン 
（23.6%） 

輸入量 

図１　日本のブロッコリー供給量（2017年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）、農林水産省「野菜生産出荷統計」
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図３　中国産冷凍ブロッコリーの月別輸入量および輸入単価

図２　日本のブロッコリーの国別輸入量

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

生鮮品 冷凍品

（２）生産動向

ア　主産地
中国のブロッコリーの主産地は、浙

せっ

江
こう

省、
山
さん

東
とう

省、江
こう

蘇
そ

省、河
か

北
ほく

省、雲
うん

南
なん

省および甘
かん

粛
しゅく

省などである（図４）。中国全土でのブ
ロッコリー作付面積は約8万ヘクタールと
言われており、最大の生産地である浙江省
は、そのうちの約17％を占める１万3300
ヘクタールを有する。また、同省は、東南
アジア向けのブロッコリー輸出の中心地と
なっている。

浙江省の中では台
だい

州
しゅう

市がブロッコリー
の主産地で、同市の作付面積は8000ヘク
タールで浙江省の作付面積の約６割を占め
る。台州市の多くの農家は、稲作の裏作で
ブロッコリーを栽培しており、稲を収穫後、
ブロッコリーを作付けすることにより、農
地の利用効率を高め、収益性の向上を図っ
ている。

注１：中国では、大きい行政区分から順に、「省級
（省、直轄市など）」、「地級（地級市、自治州
など）」、「県級（県、県級市、市轄区など）」
などとなっており、台州市は地級市である。
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イ　品種および生育ステージ
浙江省のブロッコリー生産は、全てが露

地栽培で行われており、品種により生育ス
テージにわずかなずれはあるものの、おお
むね８月に播

は

種
しゅ

、９月に定植、11月～翌
２月に収穫される（図５）。「緑雄60」「緑
雄90」「耐寒優秀」などの日本の品種が作

付面積の約85％を占め、「台緑１号」「台
緑２号」「台緑３号」などの中国の品種が
同15％程度となっている。中国の品種は、
日本の品種に比べ、気温や湿度など生育環
境への適応性が低く、作付地域が限られる
などの理由で、シェアは低い状況である。
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資料：農畜産業振興機構作成

図４　中国のブロッコリー主産地

浙江省を拡大
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資料：聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
　注：�本図は、播種（緑色）、定植（茶色）、収穫（黄色）が最も集中する時期を表しており、それぞれの作業は前後の時期にも実際には行われて

いるとみられる。

図５　浙江省のブロッコリーの生育ステージ

ウ　国産品種の開発・普及を強化
中国国内で作付けされるブロッコリーの

品種は、「緑雄」「耐寒優秀」など日本産が
メインとなっており、海外からの種苗の供
給が停止した場合、ブロッコリー産業に大
きな影響を及ぼすことから、浙江省政府は
国産品種の開発・普及の強化に取り組むこ
ととした。浙江省の農業農村部および科学
技術部は、2018年6月に「国家による優
良ブロッコリー種の共同重大科学研究総合
プロジェクト」を立ち上げ、同省の科学研
究院、研究所、大学、種子企業などの２１
機関での共同プロジェクトとして、「ブロッ
コリーの種子、情報、人材に係る共有の協
議書」を締結し、輸入品種から国産品種へ
の切り替えを目的に、国産品種の開発と普

及に各機関が連携して取り組んでいる。

エ　最近の生産動向
近 年 の 生 産 動 向 を 見 る と、2014 ～

2015年は収穫量が一時的に落ち込んだ
（表１）。2015年の収穫量は15万3000ト
ンに低下したが、これは主産地である台州
市が水害に見舞われたことに加え、病害虫
の影響も受けたため、単収が前年をかなり
下回ったことなどが要因である。しかし、
その後は回復し、2018年の作付面積は1
万3300ヘクタール（前年同）、収穫量は
26万トン（前年同）と、ここ３年間は自
然災害に遭うこともなく、安定した生産状
況となっている。

表１　浙江省のブロッコリーの作付面積、収穫量および単収の推移

年
作付面積（千 ha） 収穫量（千トン） 単収（トン／ 10a）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

2013 13.0 － 195 － 1.50 －
2014 11.0 ▲�15.4 ％ 165 ▲�15.4 ％ 1.50 0.0 ％
2015 12.0 9.1 ％ 153 ▲�7.3 ％ 1.28 14.7 ％
2016 13.0 8.3 ％ 250 63.4 ％ 1.92 50.0 ％
2017 13.3 2.3 ％ 260 4.0 ％ 1.95 1.6 ％
2018 13.3 0.0 ％ 260 0.0 ％ 1.95 0.0 ％

資料：浙江省台州市農業局農技総站への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
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（３）生産コストおよび機械化の導入状況

ア　生産コスト
浙江省の10アール当たり生産コストの

動向を見ると、2018年は4710元（8万
70円、2015年比40.8％増）と、2015
年に比べて大幅に増加した（表２）。項目

別に見ると、近年の中国の野菜経営で常態
化している土地代と人件費の増加に加え、
種苗費と肥料農薬費も増加している。種苗
費は、浙江省の主要品種「耐寒優秀」のも
のであるが、需要の増加により種苗価格が
上昇している。肥料農薬費の増加は、主に
化学肥料の価格上昇によるものである。

イ　機械化の導入状況
ブロッコリーの生産工程は、主に播種・

定植・収穫の三段階に分けられる。一定規
模以上の農家においては、播種作業はほぼ
機械化を実現したとされている。しかし、
定植については、産地で一定の作付基準が
存在しないことが機械化導入の妨げとなっ
ており、現在は、試験段階にとどまってい
る。また、収穫作業についても、品質の良
好な収穫機が不足しており、実質上、人力
に依存している。

（４）価格動向

浙江省のブロッコリーの卸売価格は、収

穫期の始まる11月から翌3月ごろまで低
水準で推移した後、徐々に上昇するのが一
般的な傾向にある（図６）。

近年の動きを見ると、2016年前半は、
2015年の水害とこれに伴う病害虫の発生
により供給量が減少し、1キログラム当た
り11元台に上昇した。

2017年は、前年に自然災害の発生がな
かったことから供給量が回復し、前半には
４元台に低下した。

2017年および2018年も大きな自然災
害が発生することなく、特に、2018年は、
天候に恵まれ、生産されたブロッコリーの
品質も良好であったことから、2017年を
おおむね上回る水準で推移した。

表２　ブロッコリーの10アール当たり生産コスト（浙江省台州市）

項目
2015 年（元／ 10a） 2018 年（元／ 10a） 2018 年 /

2015 年比
（増減率）

円換算
（円／ 10a）

円換算
（円／ 10a）

土地代 1,500 25,500 2,100 35,700 40.0 ％

種苗費 480 8,160 720 12,240 50.0 ％

肥料農薬費 450 7,650 525 8,925 16.7 ％

資材費 150 2,550 150 2,550 0.0 ％

農機具費 150 2,550 150 2,550 0.0 ％

人件費 540 9,180 990 16,830 83.3 ％

その他 75 1,275 75 1,275 0.0 ％

合計 3,345 56,865 4,710 80,070 40.8 ％
資料：浙江省台州市農業局農技総站への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
注１：四捨五入や為替換算の関係から、各項目間において誤差が生じることがある。
注２：種苗費は浙江省の主要品種「耐寒優秀」のもの。
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（５）国内向け出荷動向

浙江省で収穫されたブロッコリーの約８
割は、国内に仕向けられており、主な出荷
先は、北京、上海、広州などの大都市や山

東省、江蘇省などの近隣の省である。ブロッ
コリーは、主に炒めものの材料として使用
されている。抗酸化作用があるなど、近年、
消費者の間でブロッコリーの栄養価に対す
る認識の高まりから、需要が伸びている。
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資料：中国蔬菜網
　注：浙江省嘉善曹安農産品卸売有限公司の価格。

図６　ブロッコリーの卸売価格の推移（浙江省）

写真１　ブロッコリー取引場の風景 写真２　袋詰めされたブロッコリー

写真３　トラックに積載されたブロッコリー 写真４　ブロッコリーの冷蔵方式（氷使用）



69野菜情報 2019.5

（６）浙江省以外の状況

ア　山東省
山東省は、浙江省ほどブロッコリー生産

は盛んではなく、2018年の生産量は、浙
江省の約１割相当の3万2000トンとされ
ている。ただし、山東省の南東部は、土壌
および気候が適しており、加えて、水資源
も豊富であることからブロッコリー生産が
盛んである。

生産規模は、浙江省など他省と比べて小
さいものの、露地栽培だけでなく施設栽培
でも生産が行われている。山東省で生産さ
れたブロッコリーの約２割は輸出に仕向け
られており、主に冷凍品として、日本、韓
国に輸出されている。

冷凍ブロッコリーは、一定期間の保存が
可能で、日本の外食産業からは安定した需
要があると言われている。この他、国内向
けには、北京、天津、南京、上海、広州に
出荷されるとともに、生鮮ブロッコリーと
して香港、東南アジアにも輸出されている。

イ　江蘇省
浙江省や山東省以外でも、近年、ブロッ

コリー生産への新たな投資が見られる。江
蘇省塩城市では、「銀河食品有限公司」と

「塩城万洋公司」の共同出資で「万銀食品
プロジェクト」を立ち上げた。同プロジェ
クトは2019年11月に稼働開始の計画で、
江蘇省最大の野菜加工・輸出企業を目指す
としており、生産される野菜の80％は輸
出向けで、主に日本と欧州への輸出を目指
している。総投資額は３億元（51億円）
とされ、近代的な野菜加工生産ラインを建
設し、主にブロッコリー、えだまめ、れん
こん、いんげん豆などを加工する予定とさ
れ、ブロッコリーの加工規模は、中国最大
とされている。

（７）輸出動向

ア　最近の輸出概況
2018年の生鮮ブロッコリーの輸出量

は、前年比8.9％増の13万8197トンで、
2年連続で増加した。輸出先のトップは、
香港で輸出量の３分の１を占めている。続
いて、タイ、ベトナム、マレーシアの東南
アジア諸国、韓国など、いずれも近隣諸国
が輸出先の中心となっている（図７）。

写真５　低温を維持するために使用されている水を凍らせたペットボトル



70野菜情報 2019.5

一方、冷凍ブロッコリーは、浙江省と山
東省が主産地となっており、日本や韓国、
米国、香港などへ輸出されているが、冷凍

ブロッコリーは中国の輸出統計上、「その
他の冷凍野菜」に分類されるため、正確な
輸出数量は不明である。

イ　�「一帯一路」政策下での輸出市場の開
拓

浙江省台州市の「台州市翼龍緑色農産品
有限公司」は、中国の「一帯一路」の政策
の一環として、ＡＳＥＡＮ諸国へのブロッ
コリー輸出を拡大するとともに、新たな輸
出市場として中東諸国の開拓に積極的に取

り組んでいる。2018年11月には中東の
アラブ首長国連邦に初出荷を行った。

また、台州市では、韓国などの輸出市場
の残留農薬基準に関する情報収集と研究を
行い、農場段階で輸出先国の残留農薬基準
に的確に合致する生産体系の構築に積極的
に取り組んでいる。
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資料：「Global�Trade�Atlas」
　注：ＨＳコードは07049020。

図７　中国産生鮮ブロッコリーの国別輸出量
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（１）　�ブロッコリー、レタス、セルリーおよ
びたまねぎの生産・輸出動向など

ア　ブロッコリー
（ア）　作況

2019年２月は供給不足となった一方、
需要は堅調に推移したため、価格は上昇傾

向で推移した。また、低温や降雨などから
一部において品質に問題が生じたが、その
割合は比較的小さかった。

なお、本稿中のドルはすべて米ドルであ
り、為替レートは１ドル＝ 112円（2019
年３月末日ＴＴＳ相場：111.99円）を使
用した。

２　米国（ブロッコリー、レタス、セルリー（セロリ）、たまねぎ）

米国からは、日本への輸出が多いブロッコリー、レタス、セルリー（セロリ）（以下「セ
ルリー」という）について、それらの主産地であるカリフォルニア州の生産動向などを、
現地報道などを基に報告する。また、トピックスとして、たまねぎの生産概要および
2018年の生産状況について報告する。

インペリ アル郡 

サンタバーバラ郡 
ベンチュラ郡 

モント レー郡 

サンルイスオビスポ郡 

サンベニト 郡 

リ バーサイド 郡 

サンタクルズ郡 
フレズノ 郡 

図１　カリフォルニア州の地図

　　　　　　　　　　資料：農畜産業振興機構作成

（イ）　全米生産者価格
全米の生鮮ブロッコリーの生産者価格

は、供給不足に伴って上昇傾向で推移し、

2018年12月は前年同月比111.2％高の
１キログラム当たり1.88ドル（211円）
であった（表１）。
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（ウ）　日本向け輸出動向
2018年12月の米国産ブロッコリーの

日本向け輸出量は国産の供給量が比較的潤
沢であったことなどから、前年同月比
76.0％減の282トンとなる（表２）。これ
は同月の輸入量としては低い水準であり、

過去5年間でみると2015年12月（152ト
ン）に次いで少なかった。また、輸出額は
同76.0 ％ 減 の33万8000ド ル(3785万
6000円）となった。輸出単価は前年同月
比0.2％高の１キログラム当たり1.20ドル

（134円）であった。

（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量および
卸売価格

2018年12月の東京都中央卸売市場の
米国産ブロッコリーの入荷量は、前年同月
比76.8％減の19トンであった（表３）。

また、平均卸売価格は同12.5％安の1キロ
グラム当たり322円であり、同月に同市
場で最も入荷量の多かった香川県産（同
420円）と比較すると23.3％安かった。

表１　全米の生鮮ブロッコリーの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2017年 2018 年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

生産者価格 0.89 0.99 0.63 1.03 0.88 1.25 1.03 0.83 1.19 1.13 1.25 1.56 1.88
資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表２　米国産ブロッコリーの日本向け輸出動向
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

輸出量 1,177 1,606 2,345 832 2,049 1,312 1,182 1,807 2,132 1,923 1,393 904 282
輸出額 1,406 1,935 2,635 1,082 2,505 1,667 1,483 2,325 2,787 2,614 2,046 1,283 338
単　価 1.19 1.20 1.12 1.30 1.22 1.27 1.25 1.29 1.31 1.36 1.47 1.42 1.20

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS�GATS�Database）

表３　東京都中央卸売市場の米国産ブロッコリーの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2017年 2018年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

入 荷 量 82 48 53 71 60 100 84 90 124 125 108 50 19
卸売価格 368 344 398 238 297 324 332 353 360 385 354 338 322

資料：東京都中央卸売市場

イ　レタス
（ア）　作況

結球レタスに関しては、2019年2月下
旬にかけて低温による変色や損傷などの品
質不良が発生し、供給量が減少したことか
ら3月上旬から価格は上昇した。グリーン

リーフレタスについても、2月下旬には降
雨や低温から収穫の遅れや品質の劣化が生
じ、供給量が減少した。同様にロメインレ
タスについても２月下旬には低温による品
質劣化が懸念された。
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（イ）　全米生産者価格
全米の結球レタスの生産者価格は、供給

不足を反映して高水準で推移しており、

2018年12月は前年同月比146.3%高の1
キログラム当たり1.65ドル（185円）と
なった（表４）。

表６　米国産レタスの日本向け輸出動向（結球レタス以外）
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

輸出量 441 187 51 26 1 0 4 29 88 8 113 19 0
輸出額 844 427 120 49 6 0 8 34 161 40 198 33 0
単　価 1.91 2.28 2.35 1.87 6.00 - 2.22 1.16 1.83 4.88 1.75 1.70 -

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS�GATS�Database）

表４　全米の結球レタスの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2017年 2018年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

生産者価格 0.67 0.57 0.60 1.03 0.56 0.64 0.57 0.46 0.61 0.57 0.63 1.69 1.65
資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表５　米国産レタスの日本向け輸出動向（結球レタス）
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

輸出量 638 950 372 94 105 197 74 282 925 640 758 211 177
輸出額 700 1047 483 241 122 240 86 339 1,000 711 1,261 428 410
単　価 1.10 1.10 1.30 2.56 1.16 1.22 1.16 1.20 1.08 1.11 1.66 2.03 2.32

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS�GATS�Database）

（ウ）　日本向け輸出動向
2018年12月の米国の日本向け結球レ

タス輸出量は前年同月比72.3％減の177
トンとなり、輸出額は同41.4％減の41万
ドル（4592万円）となった（表５）。こ
の背景には、12月前半に米国内でレタス

の需給がひっ迫していたことがあるとみら
れる。また、輸出単価は同110.9％高の１
キログラム当たり2.32ドル（260円）で
あった。なお、同月に米国から日本に結球
レタス以外のレタスは輸出されなかった

（表６）。

（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量および
卸売価格

2018年12月、東京都中央卸売市場で

は、米国産レタスは結球レタス、結球以外
のレタス（ロメインレタス、フリルレタス
など）ともに入荷されなかった（表７）。

表７　東京都中央卸売市場の米国産レタスの入荷量および平均卸売価格（結球レタス）
（単位：トン、円/kg）

2017年 2018年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

入 荷 量 1 - - - - - - - 29 54 68 13 0
卸売価格 351 - - - - - - - 249 187 362 322 -

資料：東京都中央卸売市場
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（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量および
卸売価格

2018年12月の東京都中央卸売市場の
米国産セルリーの入荷量は、前年同月比
20.6％減の27トンであった（表10）。ま

た、平均卸売価格は、同13.3％安の1キロ
グラム当たり196円であった。これは、同
月に同市場で最も入荷量の多かった静岡県
産（同184円）と比較すると、6.5％高かっ
た。

（ウ）　日本向け輸出動向
2018年12月の米国産セルリーの日本

向け輸出量は、前年同月比0.4％増の494
トンであった（表９）。また、輸出額は、

同27.3％増の38万2000米ドル（4278
万4000円）となった。輸出単価は、同
26.2％高の１キログラム当たり0.77ドル

（86円）となった。

ウ　セルリー
（ア）　作況

2019年2月は低温の影響を受け、サイ
ズは比較的小さかった。供給量も平年を下
回る中、3月上旬には降雨の影響もあい
まって供給不足感が漂った。

（イ）　全米生産者価格
2018年12月下旬、カリフォルニア州

と、隣接するメキシコでセルリーの供給量
が不足していたことから生産者価格は上昇
した。このため、同月の全米の生鮮セルリー
の生産者価格は、前年同月を98.1％上回
る１キログラム当たり1.03ドル（115 円）
となった（表８）。

表９　米国産セルリーの日本向け輸出動向
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

輸出量 492 433 475 704 596 483 588 1,330 571 578 690 565 494
輸出額 300 281 298 445 371 316 443 1,018 444 432 514 432 382
単　価 0.61 0.65 0.63 0.63 0.62 0.65 0.75 0.77 0.78 0.75 0.75 0.76 0.77

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS�GATS�Database）

表８　全米の生鮮セルリー生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2017年 2018年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

生産者価格 0.52 0.46 0.42 0.56 0.68 0.60 0.54 0.47 0.37 0.41 0.45 0.67 1.03
資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表10　東京都中央卸売市場の米国産セルリーの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2017年 2018年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

入 荷 量 34 26 25 31 26 28 27 26 29 27 30 25 27
卸売価格 226 216 215 206 205 196 197 197 193 196 201 199 196

資料：東京都中央卸売市場
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（エ）　�東京都中央卸売市場の入荷量および
卸売価格

2018年12月の東京都中央卸売市場の
米国産たまねぎの入荷量は、前年同月を大
幅に上回る11トンであった（表14）。また、

平均卸売価格は、前年同月の約10分の１
となる1キログラム当たり109円であり、
同月に同市場で最も入荷量の多かった北海
道産（同121円）と比べ9.9％安かった。

エ　たまねぎ
（ア）作況および作付面積

2019年２月中旬から３月上旬にかけて
需給は安定的に推移し、品質も良好であっ
た。３月中旬時点では、在庫が低水準で推
移していることから、価格が上昇し、需給
もひっ迫すると見込まれていた。

（イ）全米生産者価格
2018年12月の生鮮たまねぎの生産者

価格は、前年同月比３５％安の１キログラ
ム当たり0.24ドル（27円）となった（表
11）。例年、９月～ 12月は価格が安定す
る時期となっており、2018年もほぼ横ば
いとなっている。

（ウ）日本向け輸出動向
2018年12月の生鮮たまねぎの日本向

け輸出量は前年同月の約4倍となる1395
トンとなり、輸出単価は前年同月比2.2%
安の１キログラム当たり0.45ドル（50円）

であった（表１２）。また、同月の乾燥た
まねぎの日本向け輸出量は、前年同月比
51.2%減の207トンとなり、輸出単価は
前年同月比2.8％高の2.53ドル（283円）
であった（表１３）。

表11　全米の生鮮たまねぎの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2017年 2018年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

生産者価格 0.37 0.33 0.29 0.26 0.33 0.38 0.40 0.47 0.34 0.25 0.25 0.25 0.24
資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表12　米国産生鮮たまねぎの対日輸出量および輸出額
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

輸出量 338 528 429 106 39 0 35 0 445 632 867 2,231 1,395
輸出額 155 298 199 45 48 0 51 0 291 335 379 967 632
単　価 0.46 0.56 0.46 0.42 1.25 - 1.46 - 0.65 0.53 0.44 0.43 0.45

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS�GATS�Database）

表13　米国産乾燥たまねぎの対日輸出量および輸出額
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

輸出量 423 266 292 337 407 312 412 302 315 350 425 317 207
輸出額 1,040 714 716 854 1,034 760 1,026 778 771 871 1,058 805 522
単　価 2.46 2.68 2.45 2.54 2.54 2.43 2.49 2.58 2.45 2.49 2.49 2.54 2.53

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS�GATS�Database）
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（２）　�トピックス　～米国たまねぎの生産
概要および2018年の生産状況～

米国のたまねぎは主にカリフォルニア
州、ワシントン州、オレゴン州およびアイ
ダホ州で多く生産されている（図１）。米
国農務省によると、2018年の作付面積は

約5万7992ヘクタール、生産量は約374
万 ト ン で あ っ た（ 図 ２）。 作 付 面 積 は
2000年以降、減少傾向にあるが、生産量
については、2016年に前年比25％増ま
で増加した。要因は、アイダホ州、オレゴ
ン州やワシントン州といったたまねぎ主要
地域での単収の増加にあると考えられる。

表14　東京都中央卸売市場の米国産たまねぎの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2017年 2018年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

入荷量 0.2 0.1 0.2 0.2 3.6 0.2 0.2 0.2% 0.1 0.2 0.2 0.2 11
卸売価格 1,125 1,104 1,152 1,149 63 1,163 1173 1116 1118 1123 1114 1031 109

資料：東京都中央卸売市場

オレゴン州 

ワシントン州  

アイダホ州 

コロラド州  

ニューメキシコ 州  

テキサス州 

ジョージア州  

カリフォルニア州  

ニューヨーク州  

図１　米国たまねぎの主な生産地（2018年）
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ア　生産量および生産額
（ア）生産量

2018年の米国におけるたまねぎの州別
生産量はカリフォルニア州が最も多く、約
101万トンで27.0％を占める。次いで、
ワシントン州が約63万トンで16.7％、オ
レゴン州が約57万トンで15.2％、そして
アイダホ州が約31万トンで8.3％を占め
る。上位４州で67.2％と約７割を占めて
いる（図３）。

上位４州のうち、生産量の伸びを見ると、
カリフォルニア州とそれ以外の州で対照的
な動きをしている（表１）。2016年の生
産量は、カリフォルニア州以外は非常に大
きな伸び率を示している。ところが、カリ
フォルニア州だけ4.9％の減少となってい
る。また2017年については、カリフォル
ニア州だけが12.6％の伸びを見せ、残り
の３州は10％以上の減少であった。2018
年もほぼ同様のことがいえる。
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図３　米国におけるたまねぎの州別生産量の推移
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（イ）生産額
生産額について、2018年の米国のたま

ねぎ生産額は8億9141万米ドル（998億
3792万円）となっており、そのうちカリ
フォルニア州産のたまねぎは2億6057万
米 ド ル（291億8384万 円 ） で29.2 ％、

ワ シ ン ト ン 州 産 は １ 億2152万 米 ド ル
（136億1024万円）で13.6％、オレゴン
州 産 は1億894万 米 ド ル（122億128万
円）で12.2％、アイダホ州産は約6558
万米ドル（73億4496万円）で7.4％と
なっている（図４）。
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図４　米国におけるたまねぎの州別生産額の推移

資料：USDA

地理的にワシントン州、オレゴン州およ
びアイダホ州は北西部で固まっている一方
で、カリフォルニア州は、同じ西部ではあ
るものの、南部に位置しており、気候が違
うことが影響したのではないかと思われ

る。特に2016年の夏～冬にかけては、カ
リフォルニア州で深刻な干ばつが発生し、
その影響から生産量が減少したのが要因で
はないかと思われる。

表１　米国におけるたまねぎの州別生産量の成長率（前年比）
2016 2017 2018

カリフォルニア州 ▲ 4.9% 12.6% 5.6%

ワシントン州 54.6% ▲ 11.5% ▲ 30.4%

オレゴン州 39.0% ▲ 10.8% ▲ 22.5%

アイダホ州 104.5% ▲ 23.1% ▲ 24.9%
資料：USDA



79野菜情報 2019.5

図５　米国におけるたまねぎの州別作付面積の推移
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図６　米国におけるたまねぎの州別作付面積割合の推移

資料：USDA
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イ　作付面積
作付面積については、米国全体として約

５万7992ヘクタールとなっており、その
うち、カリフォルニア州が約２万234ヘ
クタールと約34.9％を占めている（図５、
６）。次いで、ワシントン州が約8903ヘ
クタールで15.4％、オレゴン州が約7981

ヘクタールで13.6％。アイダホ州は3318
ヘクタールで5.7％となっている。アイダ
ホ州は2016年に単収の向上で、生産量が
拡 大 し た こ と に よ り、 価 格 が 暴 落 し、
2016年に5625ヘクタールだった作付面
積は2017年に5099ヘクタール、2018
年には3318ヘクタールにまで減少した。
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（トン/10a ） 図８　米国におけるたまねぎの州別単収の推移

資料：USDA

また州別では、主要産地４州のうち、カ
リフォルニア州以外の３州は10アール当
たり１トン以上の高い水準で生産がされて
いる（図８）。一方で、カリフォルニア州
は0.8トンから0.86トンの間で推移してい
る。アイダホ州は2018年1.54トンと最
多の単収となっている。

現地情報によると、アイダホ州東部では、
多少の降雨はあったものの、天候に恵まれ、

他の地域で発生した猛暑の影響も受けず、
ジャンボイエローを中心として、生産量も
需要も良好であり、単収も伸びた。またそ
の他のサイズや色のたまねぎについても順
調であった。またアイダホ州東部やオレゴ
ン州も含めて、たまねぎのサイズと品質に
ついては、多くのサプライチェーン関係者
からの評価は好評であった。
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図７　米国におけるたまねぎ単収の推移

資料：USDA

ウ　単収
単収については、米国全体で単収は

2000年から2016年まで増加傾向にある
（図７）。10アール当たり0.8トンから1ト

ンの間を緩やかに上昇している。2016年、
2017年は単収が高まったが、2018年は
2015年の0.92トンとほぼ同水準の0.93
トンに戻った。
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オ　主な栽培地域と栽培時期
米国内でのたまねぎ生産は主に、春夏た

まねぎと秋冬たまねぎに分かれる（表２）。
主産地のカリフォルニア州やワシントン

州は、春夏たまねぎのみならず、秋冬たま

ねぎも栽培している。一方、アイダホ州や
オレゴン州については、秋冬たまねぎのみ
となっている。現地情報による2018年の
主な栽培地域の状況は以下の通り。

エ　生産者価格
１キログラム当たりの生産者価格は、生

産量の多いカリフォルニア州は、0.26米
ドル（29円）と平均0.25米ドル（28円）
に近い。単収の高いアイダホ州は同0.21
米ドル（24円）と平均よりも低く、オレ
ゴン州は同0.20米ドル（22円）と一番低
い（ 図 ９）。 ワ シ ン ト ン 州 は2017年 同

0.19米ドル（21円）と非常に低かったが、
2018年は同0.42米ドル（47円）と２倍
以上に上昇した。現地情報によると、特に
ワシントン州で栽培されている「ワラワラ
スイートオニオン」の生産量、品質共に良
好で価格にも影響があったものと考えられ
る。
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図９　米国におけるたまねぎの州別生産者価格の推移

資料：USDA

13 
 

地域（州） 地域（詳細） 栽培時期

デザートバレー

サンホアキン・バレー

コースタルバレー

ワラワラ

コロンビア盆地

アイダホ-東オレゴン 7月〜5月

西/中部オレゴン 7月〜6月

ワシントン 8月〜6月

カリフォルニア ハイデザートバレー 9月〜4月

カリフォルニア 4月〜9月

秋冬たまねぎ

春夏たまねぎ

ワシントン 6月〜8月

資料：National�Onion�Association�ウェブサイト

表２ 米国たまねぎの主な栽培地域と栽培時期
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2018年は夏の終わりの時期に降雨が多
く、特にニューヨーク州などでは、夏の終
わりに記録された大雨の影響を受け、生産
量は減少したとみている。

北西部では、赤と黄色のたまねぎは生産
量が十分であったが、白たまねぎは品質に
影響があり、収穫量は十分でなかった。白
たまねぎの不足分は、メキシコやテキサス
州から補完されたと見ている。

一部のサプライチェーンプレイヤーで
は、白たまねぎの価格は容易に上昇する可
能性があるという。背景は海外でのたまね
ぎ需要の高まりがある。ヨーロッパでは、
乾燥や猛暑により収穫量が大幅に減少して
おり、特にオランダなどで需要が高まって
いる。こういった海外からの引き合いも価
格上昇の要因の一つになり得るだろうと見
込まれる。

また、北西部では、生育状況は順調で品
質も良かったが、物流コストについては大
きな課題で、トラックが主流となっている
地域であることから、ドライバーの確保や
運送コストの上昇は大きな打撃となる。

オレゴン州東部地域での生産は良好だっ
たが、その大きな要因は、点滴かんがい

（drip irrigation）にあるという。点滴か
んがいを利用している生産者は、同地域で
は作付面積の60％に上る。点滴かんがい
は、畝間に必要な水の量の半分程度で済み、
オレゴン州東部の水保全環境を改善するこ

とにもつながった。加えて、肥料の節約に
もつながり、コスト削減を進めることがで
きたという。

カ　その他
米国産たまねぎの需要は国内のみなら

ず、アジアや中東などの海外からの引き合
いも強まっており、時として、スペインと
競合している。また、米国内では、小売業
や外食産業からの需要が好調である。特に、
大きい玉の需要が高まっている。外食産業
は、調理での効率化を考慮し、大玉を求め
ることが多い。たまねぎ全体の需要は外食
産業が伸ばしていることから、小売業も続
く形で、一部で大きなたまねぎを扱うこと
になっている。

米国のたまねぎはあらゆる方法で付加価
値をつけるべく、マーケティングが行われ
ている。例えば、Vidaliaオニオンやワラ
ワラスイートオニオンのように、「徹底し
た甘さ」を付加価値としたり、近年開発さ
れている「涙がでないたまねぎ」や、「有
機栽培」のたまねぎも少量ながら、一部の
地域で栽培されており、付加価値をつけて
いる。また、10分の１ミリでのサイズを
指定する顧客に合わせたサイズで栽培を実
施している生産者もいる。何人かのバイ
ヤーには、細かいサイズ指定が重要である
ため、ニーズがあるとのことであった。

主要国の野菜の生産動向等（中国、米国）につきましては、2015年６月号から今月号
まで長らくご愛読いただきましたが、編集上の都合により今月号をもって一旦終了となり
ます。今後は、内容を刷新してそれぞれを不定期で掲載する予定です。


	001_yasai1905_mokuji_4
	002-005_yasai1905_wadai_4
	006-017_yasai1905_jyukyu1_2
	018-025_yasai1905_jyukyu2_2
	026-029_yasai1905_kongetu1_7
	030-035_yasai1905_kongetu2_6
	036-045_yasai1905_houkoku1_7
	046-056_yasai1905_houkoku2_04
	057-062_yasai1905_houkoku3_4
	063-082_yasai1905_kaigai1_06
	083_yasai1905_nousui_4
	084_yasai1905_questionnaire1



